
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール 
北上市の目指す 

通信 北上市まちづくり部生涯学習文化課 
e-mail shogai@city.kitakami.iwate.jp 
TEL 0197-72-8303 

令和４年10月５日発行 第２号 

8/25開催 令和４年度第２回北上市地域コーディネーター協議会 

～ざっくばらんに“本音”で語り合いました！～ 

今後の活動を充実させていくために、       風に情報共有と意見交換実施！！ 熟議 

多
忙
を
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
、  

 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
方
向
性
へ
の
道
筋 

～
や
って
み
よ
う
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
～ 

【
最
後
に
】 

ま
ず
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

何
か
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
、
労
力
が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し

み
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
、
地
域
の
活
性
化
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
等

の
た
め
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
何
か
新
し
い
方
向
性
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
多
忙
を
多
忙
の
ま
ま
に
せ
ず
、
大
人
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
捉
え
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
本
音
ト
ー
ク
を
行
い
、
一
緒
に
前
に
進
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

【
熟
議
に
つ
い
て
】 

遠
野
市
は
、
昨
年
度
市
内
す
べ
て
で
熟
議
を
し
て
お
り
、
本
年
度
も
市
内
す
べ
て

で
熟
議
を
や
る
そ
う
で
す
。
花
巻
市
も
熟
議
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
北
上
市
も
学

校
と
地
域
で
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
熟
議
を
随
時
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
も
研
修
等
で
熟
議
の
必
要
性
を
感

じ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
組
織
と
い
う
形
を
、
形
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

市
内
の
学
校
に
お
い
て
、
熟
議
の
開
催
を
ご
検
討
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
校
長
先

生
や
副
校
長
先
生
、
地
域
連
携
窓
口
教
員
の
皆
様
の
お
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
生
涯
学
習
文
化
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：72-8303

） 

［
記
載
：
生
涯
学
習
文
化
課 

島
田
］ 

【実施概要】 

８月25日（木）生涯学習センター第1学習室において、地域コーディネーターの皆さん11名が参加し、アイスブレ

イクをしながら、熟議風にこれまでの活動内容の情報共有、課題共有を行い、１つの課題について「自分たちができるこ

と」、「学校、地域、行政にお願いしたいこと」を深掘りしました！ 

 地域コーディネーターの皆さんの発言の中に、地域コーディネーターの役割が「学校の先生の負担を軽減すること！」

という熱い想い（本音トーク）が繰り広げられました！ 

 地域コーディネーターの皆さんが、将来を担う子どもたちと、多忙で苦慮している先生方のために、熱い想いを持っ

て、模索しています。地域コーディネーターの皆さんの周りにいる方々がその熱い想いを受け、子どもたちのために、形

だけでなく“本気”で取り組みを推進していくことが必要だと感じました！（大人のアクティブラーニング！！！） 

【ラウンド１】 

・今年度のこれまでの地域コーディネーターさんの各々の活動

状況について、事前アンケートの内容を踏まえつつ、資料を持

ち寄りながら、情報共有を行いました！ 

≪地域コーディネーターのお話≫ 

○ 放課後支援学習をスタートしましたよ！ 

○ ＪＡさんと連携して、花壇整備しました！ 

○ 地場企業の方を授業の講師に招いたよ！ 

● ボランティアを探すのが難しいよね… 

● 学校は何を求めているのかな？ 

● 地域全体で子どもたちをどう育てたいかが大切かもね… 

【ラウンド４】 

・ラウンド３の２つの課題から、周知・理解不足に焦点を当てて、「私

たち大人にできそうだと、地域や学校、行政にお願いしたいこと」を

考えました！（下のとおり） 

≪事後アンケートより≫ 

・南小学校の副校長さんの発想で実施されているという「定期的な訪

問日」の設定について、副校長先生と相談したい！ 

・今回の様にコーディネーター以外の方を交えてこうした会議をして

ほしい。 

・学校からの困りごとや地域からの要望をどうすくい取って繋げてい

くことができるのかを探りながら活動していきたい！ 

【総括】 

・ざっくばらんに本音トークをすることで、地域

コーディネーターの皆さんが考えていたことを共

有したり、共感したり、手立てを考えたりするこ

とができ、地域コーディネーターの皆さんの繋が

りが生まれたように感じました。 

・【ラウンド４】に記載してある通り、地域コーデ

ィネーターの皆さんの学校訪問の方法について

は、「定期的な訪問日」の設定については、学校と

地域コーディネーターで、ご検討ください。 

・地域コーディネーターが訪問しやすい、学校環

境の整備についても、今一度学校と地域コーディ

ネーターでご相談ください。 

・熟議を行い、学校と地域で思いを話し合った

り、目標を共有したりしたい等の話題もありまし

た！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーターとして進行をしていただきました 

中部教育事務所 

主任社会教育主事 秋澤美加子さん 

【ラウンド２】 

・ラウンド２は、活動を充実させるための課題を共有しながら、 

意見交換を行いました！（黄色の付箋） 

≪地域コーディネーターのお話≫ 

● 先生方が多忙ですよね… 

● 先生方とお話するのに緊張します～ 

● 自分たちのことを知ってもらえているの？ 

● 学校の先生方や地域の人たちのコミュニティ・スクールの理解が進ん

でいないのでは？ 

●ボランティアの確保が難しい… 

● 学校と地域の繋がりを太くしたい！ 

● やることをもっと丸投げしてください！ 等 

 

【ラウンド３】 

・ラウンド３は、ラウンド２で、課題を共有した中で、活動を充実させる

ために最も難しくしていることを１つだけ選んでまとめたところ、「コミュ

ニティ・スクールに対する学校（教職員）」と「地域住民への周知・理解不

足と人材不足・人材募集」の２つが大きな課題として浮き彫りになりまし

た！ 


